
未来の担い手を育むサステナビリティへの取り組み「出張こども大工」が熊本県で初開催！

ー建築端材を活かし、園児50名が“ものづくり”に挑戦。SDGsと地域共生を学ぶ ー

大英産業株式会社（本社：福岡県北九州市）は、住宅建築の端材をアップサイクルし、

子どもたちに大工体験とSDGsを学ぶ機会を提供する「じゃぱんみらいキッズプロジェクト 出張こども大工」を、

2025年6月18日（水）熊本市のマリア幼稚園にて、県内初開催いたします。

ニュースリリース

報道関係各位
2025年６月２日

証券コード：2974 福証本則

【日程】 2025年6月18日（水）

（第１部）10：１５～1１：４５ / （第２部）１２：００～１３：３０

【場所】 学校法人マリア学園マリア幼稚園 / マリア幼愛園

開 催 概 要

【主催】 大英産業株式会社

【協力】 NPO法人ふぁんらいふ ワークサポートMint

（就労継続支援B型事業所）

【協賛】 中山資材、ルネサンス、ウイング、

ランベックスジャパン、優渾、

くまもとSDGsミライパーク（肥後銀行）

熊本市中央区水前寺4丁目31-56 ※敷地内に駐車場有

「じゃぱんみらいキッズプロジェクト 出張こども大工」は、

「“できた！”の笑顔から街を元気に」をコンセプトに、環

境配慮（サーキュラーエコノミー）、シニア大工の技術継承、

障がい者の就労支援、そして次世代の職業観育成を同時

に実現する持続可能なモデルです。福岡県北九州市を中

心にこれまで30園で開催し、延べ3,300名以上の子

どもたちが参加。建築木材の廃棄量13,700kg削減（概

算）、福祉事業所の工賃15.7%向上といった具体的な成

果も生み出しています。この度、熊本市内の福祉事業所や

地元企業との新たな協働体制のもと、熊本の子どもたち

に、ものづくりの楽しさと社会課題への気づきをお届けし

ます。

※２５名×２クラスのため２部制で実施。第１部と第２部の内容は同じです。

【対象】 年長クラスの園児合計５０名

【内容】

１０分 端材活用やSDGsについてこどもたちに説明

６０分 大工体験：電動ドライバー、のこぎり、トンカチを使ったイス・写真立てづくり

２０分 遊具完成式：端材で制作した遊具の寄贈・集合写真の撮影

過去の様子は

こちら

経営企画室 北野 （080-9154-5660 / m-kitano@daieisangyo.co.jp）
住宅事業本部熊本店 岩井 （090-1513-0358 / k-iwai@daieisangyo.co.jp）

本件に関するお問合先 大英産業株式会社



▌ 「じゃぱんみらいキッズプロジェクト 出張こども大工」とは

大英産業が供給する建売住宅の建築現場から発生した端材を、シニア大工がカット、福祉事業所に通所する障

がいのある方が研磨しアップサイクルした木工キットで、子どもたちに本格的な大工体験とSDGsを学ぶ機会

を提供する取り組みです。

建築現場で出る端材を

資源として再活用

シニア大工、障がい者の

雇用・働きがい創出

こどもたちへ

職業体験×SDGsの

学びの提供

木材廃棄ゼロを

目指して

「大英工務店」が

木材をカット

障がい者就労施設

「Mint」が研磨

熊本市での初開催は、地域の子どもたちに質の高い学びと体験の機会を提供するとともに、熊本市内の福祉

事業所や地元企業との連携を通じて、地域共生社会の実現に向けた新たな一歩となることを目指します。将来

的には、熊本市内での継続的な実施を視野に入れています。

▼制作するイス ▼協賛企業より寄贈する遊具

■取材のお願い 当日は、園児たちが真剣な眼差しで工具を扱い、完成した作品を手に満点の笑顔を浮かべる様子など、

生き生きとした子どもたちの姿を間近でご覧いただけます。主催者および関係者へのインタビューも可能です。

ご多忙中とは存じますが、ぜひご取材賜りますようお願い申し上げます。
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